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海を渡る鳥は、波間を漂う流木に憩うという。離婚一それは旅の半ばの一つの出来事。
新たな旅立ちをした女たちはいま手をとり合い、女であるがゆえの偏見と差別に向きあう。
ハンド・イン・ハンドは、生きやすい社会をめざし支えあう女たちの、流木である。 Vol．2h，；11．一
［二人の母と一人の父］
■数ヶ月前30代と思えるアメリカの青年が私に会いに来ま
した。離婚と子どもについてのドキュメンタリー映画を撮るの
で、日本の事情を聞きたいとのことでした。
■わが国では、離婚した場合、7割以上は母親に、1割が父親、
あとはきょうだいを分けて引きとられていること、母親に引きと
られると、その多くが貧困で苦しみ（実際、8割の母親は就
労しているのにその8割は生活保護以下の収入しか得ていな
い）、子どもたちも高等教育を受けにくい等の話をしました。
また、別れた父親で養育費を支払い続けているのは、残念な
がら1割しかいないことも話しました。
■彼の関心は、別れたあとの親と子の面接権の問題でした。
なぜ日本の母親は子どもを父親に会わせないのかと聞きまし
た。彼の友人のフランス人やイギリス人もその直後に私に会
いに来たのですが、日本女性と離婚したあと、養育費は送り
続けているのに子どもに会わせてもらえないと訴えてきまし
た。フランス人の男性などは「別れた妻が子どもにフランス
の悪ロを言っていて、子どもがフランスを嫌いになっている。
自分にも会いたいと言わない。こんな状態に耐えられない」
と怒りをぶちまけました。そして、国際離婚の子どもと親を会
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わせることをうたったハーグ条約を守って欲しい　≡、一　“
す。
圏私は、条約は当然守るべきだが、条約の有無にかかわらず、
子どもと親はいつだつて会う権利があるし、会えるのが自然だ
ということをこの30年人々に訴え続けてきました。しかし、
人は権利や法律や条約で縛ったところで「会う」ということ
を可能にはできない理不尽な存在であり、なぜ会わせないの
かを思いやる必要があるのです。
　特に日本では「なぜ母親は会わせないのか」の問いの前に
「なぜ父親は養育費も払わず会おうとしないのか」も考えな
ければなりません。
■暴力で別れたケースは、子どももトラウマを抱えて父親を恐
ろしいと思っていることが多いし、経済的要因で別れたケース
は「稼いでこそ男」といった価値観の世界で生きてきた男性
たちは子どもに会いたくても言い出せないのかもしれません。
　そして母親の側にすれば、会いたいとも言わず、養育費も
送ってこない夫にわざわざ子どもを会わせる必要はないと思っ
てしまう。というより、食べていくこと、子どもを育てることに
必死だとも言えるかもしれません。数年前に行った調査では、
　　　　離婚後、正社員として安定した収入がある人の方
が、無収入や低収入の人より子どもと父親を会わせ
ていました。
■それにしても、子どもにとってはどちらの親にも会
え、愛情を注がれることが望ましいのは言うまでもあ
りません。映画の取材に来たアメリカの青年は3才
の時に両親が離婚したそうです。私は、彼は父親に
会っていたのか聞きました。「母も父もすぐ再婚した
が、僕は週の半分は母の家に、半分は父の家に行っ
ていましたよ。それは法的な契約でした」と答え、「だ
から僕はずっと二人の母、二人の父がいたことにな
　　　　　　　　りますね」と笑いました。
?
「う～ん、それで子どもって混乱
しないのかしら」という私の質問
に、彼は「ええ、それが普通だと
思っていましたから。日本ではあま
りそういうケースはないらしいです
ね」とケロッとしていました。
　とりあえずは、養育費、面接権
を法制化すると同時に、離婚後の
親と子の行き来を当然零するよう
な社会をつくっていくことが必要な
のかもしれません。
　　　　　　　　　　（円より子）
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epo★2008ハンド夏合宿in神戸★　7月20日～21日やわらかい心と身体でハンドの未来を考える
　毎年、関東圏で行っている夏合宿を、今年は関西在住の方が参加しやすいようにと神戸で行
いました。大阪、兵庫京都、香川、徳島から会員が集い、子ども2人と講師及びスタッフを
合わせ、総勢27人が参加。自然豊かな立地の神戸セミナーハウスで1泊2日、密度の濃い時
閤を過ごしました。夜の懇親会後は、朝4時半まで心ゆくまでおしゃべりを楽しんだ人たちも。
埼玉から小旅行を兼ねて参加された例年の引力ロ者の「関西の方はパワーがあるなと思いました。
何か元気をもらいました。思い切って参力ロしてよかった」というコメントには、スタッフも同
感。これからも地域を越えて交流の機会が持てるとよいですね。　　　　　　　　　　（藤岡）
■7月20日（日）　13＝30～14：00■
「しなやかな身体をつくるストレッチ」
　　　講師：日野明世（香川短期大学教授／会お世話係）
●「からだをほぐす」「歪みに気づく」ことをねらいに、ピラ
ティスと小澤直子さんのアートヨガメソッドを紹介しまし
た。腹式の深いロ乎吸や、胸郭を広げ交感神経優位にする
胸式呼吸を体験しながら、全身の関節を刺激することで、
ほっこり体が温かくなり、ゆるゆるとほぐれたのでは？
　　　　　　　　　　　X
■7月20日（日）　14：00～15：00■
「江戸しぐさにおけるコミュニケーション」
　　　　　　講師：藤岡郁子（NPO江戸しぐさ・助っ人）
●「江戸しぐさ」の‘しぐざは「思草」と書き、仕草という
身振りだけではなく、まず考え方を表します。260年以上
も続いた平和で安心な江戸の町を支えたのが「江戸しぐ
さ」という人づきあい共生の知恵で、江戸商人のリーダー
たちが築き上げた、上に立つものの行動哲学です。根底
にあるのは、お互いを思いやり、助け合う心。見ず知らず
の他人や異文化とうまくやっていくためのノウハウの宝
庫です。この共生の文化をいまの時代に伝えたい・ちな
みに仙台のお世話係：大塚真美さんも地元で「『江戸しぐ
さ』広め隊「」を発足、活動されています。
＞http：／／www．edoshigusa．org／
　　　　　　　　　　　X
■7月20日（日）　20：00～20：45■
「私の人生の楽しみ方／南京玉すだれとの出会い」
　　　　　講師＝「まっちゃん」こと松下みさ子さん（会員）
●カルチャー講座で、日本古来の大道芸に出会い、定年
退職を待たずに仕事を辞めて、南京玉すだれや皿回し、
腹話術などをみなさんにお見せして回る日々です。ある
老人施設で芸を披露した際、不自由なロで「また来てな」
と声をかけてくださった方が、ふだんはまったくロを開か
れない方だと知り、胸が熱くなりました。どなたかに喜ん
でいただける限り、続けていきたいと思っています。
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■7月21日（月・祝）　10：00～12：00■
「離婚後のより良い生活のために」
　　　　　　　　　　　　　　講師：円より子（会代表）
　いまの日本の政治状況や世界で起きていること（例え
ば、アメリカのサブプライム問題ってどんなこと9）のわか
りやすい解説に始まって、政治とシングルマザーを巡る現
状、ハンドの会の足跡、自身も含めて離婚にまつわる心の
揺れや周囲の反応、子どもとの関係、どうやって乗り越え
てきたかという体験談の数々、そして日々を楽しく暮らす
コツ、老後への準備、ハンドの会の発展的未来構想まで、
お話は多岐に渡りました。
　「離婚問題の渦中の人も、それは遠い過去のこととな
って日々多用にダダーッと走り抜けるように過ごしている
人も、老後に向かって不安を抱えている人も、人生に大切
なのは“コミュニケーション”と“笑い”。老後、一人暮らし
になっても地域や誰かとコミュニケーションできる環境に
あれば精神の健康も保ちやすいし、少なくとも孤独死す
るなんてことにはなりません。また、笑いは心だけでなく
身体の免疫力も高めるそうです。身体が丈夫でないこと
には将来への不安も増幅しますからね。ことに、子どもは
お母さんが元気で笑顔でいるだけで安心して過ごせま
す。ちょっと息抜き手抜きをして、身体を動かしたりおしゃ
べりしたり、笑って健康に日々を過ごせる工夫をしたいも
のですね」。
　世代的には老後に向かって年金や保険などある程度
準備しながら、これからどう生きるか（あるいはいかにポッ
クリ死ぬか）を考えて、とにかく元気で死ぬまで働き続け
たいというハンド会員が増えてきたことを受けて、若いシ
ングルマザー世代との助け合いの形で“雇用を創出する”
仕組みの提案もありました。
　「持ち家を提供する人、栄養管理士、保育士、看護士、資
格はなくても料理の好きな人、掃除洗濯の得意な人、子
どものめんどうを見るのが好きな人などが世代を超えて
集まって、保育園や学童保育の終了後に“ただいまあ～”
と子どもたちが帰ってこられる場所をつくれないかと考え
ています。子どもたちだけでなく、仕事が終わって迎えに
来たお母さんや、近所のお年寄りもそこでご飯を食べるこ
とができ、夜遅い時問までのケアや病児保育もできる可
能性がある。お年寄りなど地域の人にも出入りしてもらう
ことで、昔遊びを教えてもらったり、宿題を見てもらったり
も。施設ではなく保育ママ制度のような形をとることで、
楽にスタートできて、定年後の会員や、ごく小さい子ども
のいるシングルマザーが働ける場所になればいいなと思
います。これを国で補助できないかと、政治的に働きかけ
ていこうと考えています」。
　また、「できればハンド会員でお金を積み立てて“基金”
をつくり、離婚後に住宅を賃貸する際の保証金として貸
出したり、子どもが大学に行くときの奨学金にできないか
しら」というお話しもありました。
　お話し後の会員との座談では、お墓の話も飛び出し、
家単位ではなく地縁や血縁を超えて自分たちの意志で建
て、お互いに冥福を祈りあう「もやいの塔づくりを考えて
もいいですね」という意見も。
　ハンドの会の様々な未来形が、それぞれの形で考えら
れ始めていることが垣問見えた、合宿最後の時間となりま
した。また、来年もお目にかかりましょう。
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▲合宿終了後の記念撮影。初日たけの参加の方、別室てヘヒーシノターとして奮闘中の方なとか写っていないのは残念てすが、みんな満面の笑み1
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■7月20日（日）　15：15～17：00■
「ハンドの会の今後について」座談会より
　昨年の夏以降、ご意見をいただき、議論を繰り返してき
た「ハンド・イン・ハンドの会の今後」について、いま少しず
つ新しい動きが始まっています。今年、スタッフの山崎とひ
よんなことから知り合った20～30代の若者6名が、母子
家庭の現状を知って『チーム・ハンド』を結成。各自の
仕事の傍ら「母子家庭の役に立ちたい、世の中をもっとよ
くしたい1」と活動をスタート、奮闘中です。大阪ハンドの会
からも、「離婚講座の広報にも知恵を絞り、フレッシュな表
現、新たな開拓をしてくださったため、ここ2回ほどは新聞
に掲載されて、運営していくめどになる20人以上の参加
者を得ることができました」と報告がありました。東京ハン
ドの会の活動活発化や、新規会員獲得作戦なども平行し
て進行中です。
　その『チーム・ハンド』が、母子家庭の役に立つ新規サ
ービスのビジネス・プランを企画検討中です。骨子は、前ペ
ージの円より子代表が語っている「定年後のハンド会員と
若いシングルマザー世代との助け合いで雇用を創出す
る」という内容。これに住居提供や保育、職業訓練、就労
支援などを組み合わせた、母子家庭のシェア・ハウスと言
「チームハンドの考える」：母子世帯シェアハウス
　　　　「いきいきハウス」モデル
　　　　　　希望者には簿記3級取得支援セミナー提供いきいきハウス
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える、仮称『いきいきハウス』構想です。まだまだニ
ーズの掘り起こしや検証が必要ですが、夏合宿では、これ
も「ハンドの会の今後のひとつのプラン」として紹介し、
下記のようなご意見をいただきました。
　みなさんも事務局宛に、忌1輩ないご意見、アイデアをお
寄せくださいますよう、お願いいたします。
　　　　　　　　　　　X・
◎離婚したいと思った時に逃げ込めるシェルターとして、
そこで何ヶ月か過ごし、ステップアップして出て行ける家
に「いきいきハウス」がなれば嬉しい。
◎シェアハウスの前段階として、家を借りる際の「保証
人」になってもらえる制度が欲しい。親にも兄弟にも相談
や依頼ができないことが多いから。
◎子どもが独立後は一人になってしまうので、老後をシェ
アハウスで生活し、メンタル面で助けてもらえれば嬉し
い。誰かとつながって生きて行きたい。
◎シェアハウス内だけで完結するのではなく、地域との付
き合いも積極的に組み込んだ形で考えられないか。
◎大阪には、空き部屋が多い。文化住宅で古い建物が多
く、敷金、礼金が要らないし、家賃を下げてでも入居して欲
しいという大家さんもいる。利用しては？
◎始めるのなら、きちんと採算が取れる形にし、絶対に途
中で潰して欲しくない。やっと駆け込んで肩寄せあって生
きていける場所だと思ったのに、それが途中でなくなった
ら、その後、立ち直れないかも。
◎「託老」というテーマで、ワークシェアリングを考えてい
る。大阪の会員には、社会福祉士や介護福祉士も含めて、
2級のヘルパー資格を持つ人や看護師、住居・給与・保育
の部分でマネジメントをやれる資格を持っている人も多
い。アウトソーシングで仕事を取ってくることも視野に入
れて、いま、年に4回の定例会で話し合って行こうとしてい
る。事業とまでいかなくても、年金にプラスαの収入が得
られて、「自己実現」に繋がることがあればと模索中。
　　　　■ハンド会員アンケート／結果報告③■
聾幾重ファンドエベ前金提供
　　　　　　　　　　「Q．離婚後τ三石唐を借りる資金
　　　　　　　　などの一時金をお貸しする離婚フ
　　　　　　　　アンド’をみなさんの出資による相
　　　　　　、　互扶助の形で設立・運営するとした
　　　　　　　　ら、資金提供してもよいと思います
提供しない　　　　　　　　か？」に、72人が回答した結果が左．23人（32％）
　　　　　　　　の円グラフです。（08年1月アンケ
　　　　　　　　ート実施）
　「資金提供してもよい」人の許容額の最高は、500万円
で、「銀行は利率が悪いし、生命保険はかけたくない。元
本だけ保障してくれれば、みなさんのお役に立てることが
あればよいと思う（東京都Mさん：71歳、会員歴20年）」。
「元金保証」は多方の必須条件のようです。
　「昔にあれば、早く離婚していたかもしれない（大阪府
Yさん：51歳、会員歴5年）」、「経験者として、離婚時、お金
はないのに多額に必要であることを知っているだけに、少
し落ち着いたいま、援助してあげたい。離婚した年に、親か
ら1年間の援助＋引越し代・賃貸住居の頭金・家具家電品
購入費用などで300万円借り、月々返済しているがまだ終
わらない（兵庫Kさん：48歳、会員歴9年）」という賛成派も、
「考えには賛成だが、自分が出資するほど生活に余裕が
ない（東京都Tさん：46歳、会員歴15年）」という人が多数。
「貸付金を回収できるのか、ちょっと疑問（東京都Kさん
：46歳、会員歴11年）」、「決議方法や個人情報の問題な
ど、しっかり決めないとうまく機能しないと思う。各地の女
性センターや、企業の協賛をからめたり、NPOとして別に
立ち上げた方がよいかも（千葉Yさん：43歳、会員歴10年
）」という慎重派の意見は参考になります。また、「岐阜県
大垣銀行で離婚女性のための貸付制度あり。他の地銀
での取り扱い情報があればよいですね（愛知Mさん：56
歳、会員歴17年）」という情報もいただきました。
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一睡響　　珍　　　　　1　生命保険は、精神科
　　　　　　の通院歴があると
　　　　　　加入できないの？
　生命保険の契約の際、契約者には既往症等の告知
義務があります。これは、契約者間の公平性を確保す
るために、契約者の身体の状態、つまり保険金の支払
いが発生するリスクに応じた引受対応を行うためです。
　所管の金融庁でも保険会社向けの監督指針を作り、
この告知項目について指導していますが、（財）生命
保険協会でもガイドラインを作成し、各保険会社の指導
をしています。
　「過去に精神科の通院歴があったので生命保険に加
入できなかった」というハンド会員の声を聞きました。確
かに、現在も通院していて、症状が思わしくない場合は
難しいかも知れません。でも、通院はかなり昔のことで、
完治と認められて通院を辞めた場合は、加入できないこ
とはないと思われます。傷病下等がある場合でも、「保
険料の割増」や「特定部位の不担保」等の特別な
条件を付けたり、病気の方への引き受け範囲を拡大し
た保険もあるので、保険会社に商品を聞いてみるとい
いでしょう。
Q．契約を断られた場合や苦情は、どこに相談すれ
ばよいのでしょうか？
　（財）生命保険協会では東京の生命保険相談所と、
全国53ヶ所に生命保険相談所の連絡所を設置してお
り、相談に応じています。電話相談、面接相談ともに無
料。弁護士による無料法律相談も行っています。
　苦情が来ると、該当する生命保険会社に相談者と話
し合い解決するよう依頼したり、和解の斡旋を行います。
それでもこじれて解決しない場合は、相談者が裁定を申し
立てることができ、裁定審査会（弁護土3名、消費者
相談員3名、生命保険相談室長、計7名で構成、無料）
にかけられます。裁定が不調に終わると裁判等他の手続
きをとることになります。
　その他、各生命保険会社にも相談窓ロがあります。
　裁定結果や苦情事例は生命保険相談室長と生命保
険会社の相談千僧の責任者で構成される相談室協議
会にフィードバックされるので、各生命保険会社が事業
改善に活かすことができます。
　みなさんが声を上げることで制度が改善されるのです。
（向井）
▼生命保険相談所
ft　03－3286－2648
（9：00－17：00）
※土曜・日曜・祝日を除く
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ter痂
働くママのお助け隊1ひとり親向けサービスも開始
病児保育のNPO「フローレンス」駒崎代表に聞く
』」
　まだ幼い子どもが病気になったとき、みなさんどうしていますか？　保育園や幼稚園
は37℃以上の熱があったり、感染症にかかると1週間は預かってくれませんよね。でも
仕事は簡単には休めないし、休んだら査定に響いたり、非正規雇用なら今後の契約に影
響があるかもしれない……。
　そんな働くお母さんの不安を解消し、誰もが働きやすい社会を目指して立ち上がった
病児保育のNPOフローレンス代表の駒崎弘樹さんにお話を伺いました！　　（やまざき）
r・…一一一・一…一一一・…一・・・・・・・・・・…一一・一一・・一…一・一・・一一・一・一・一…1　VVN
i㊥竺搬鑛細い！i
i　仕事と子育ての両立をしている人が「育児支　i
i四球で期待するもの」の圧倒的1位（複数回答　i
i86％）は「こどもの看護休暇」（野村総研2006　i
i年）。また、「保育園に期待すること」も「こどi
iもが病気のときも預かってほしい」が1位で（東　i
i京都社会福祉基礎調査2002年）、高いニーズ　≡
iがうかがえます。　　　　　　　　　　　　　　i
i　一方、全国の病児保育施設の数は、約500件。i
i全国の保育所数約30，000件に対し、わずか2％　i
iと圧倒的に少ないのが現状です。　　　　　　　≡
iOP・法人フ・一レンスの特徴i
i・非施設型、地域密着型の病児保育サービス。　　i
i・子育てベテランママや保育資格保持者が自宅　i
i　でお預かりします。　　　　　　　　　　　　i
i・地域の小児科医との提携、病児保育用保険も　≡
i　備え、万が一のときの対応も万全。　　　　　　i
i・朝8時～夜8時までお預り可能。当日の要請もOK。　i
i・月会費制（会員の積み立てた月会費で必要経　i
i　費をまかなう共済型、利用回数により別途料i
i　金が発生）　　　　　　　　　　　　　　　　i
i●問合せ：NPO法人フローレンスft　03－3235－6206　；
1　http：／／www．florence，or．jp／　i
一仕事と子育ての両立にとっての壁だった「病児保育」
サービスが広まることは、働くお母さんにとって喜ばしいこ
とです。しかし、利用者にとっては必要なときに必ず来てく
れるのか、また安全性が気になる点ですが、どういう対応
を？
駒崎：フローレンスの病児保育サービスは現在東京都内
13区で展開していて、350世帯、380人のお子さんを、「レ
スキュー隊員」という子育て経験者か保育資格保持者30
人体制で受け持っています。
　要請には必ず応えるという100％保証でやっているの
で、人手不足にならないよう利用会員を限定し、計算して
万全な対応をしています。
　幸い、今までに事故がおきたことはありませんし、緊急
時の対応指導や提携医のバックアップなどリスクマネジ
メントは徹底しています。
一夜間の対応はしていないのですか？
駒崎：夜間はやっていません。なぜなら、万一のときの医師
との提携が難しいからです。リスクがあっては安心して預
けていただくことはできません。
　また、できれば定時には帰ってきていただいて、相互に
頑張りましょうという姿勢でやっています。
一ハンドのホームページでも案内しましたが、ひとり親
家庭向け割安パックを開始したそうですね。
駒崎：はい。今回の募集は終わりましたが、年収300万円
以下のひとり親家庭20世帯に、2年間月会費1，050円で
サービスを提供します。
　以前、私と同世代、20代後半のシングル・マザーの会員
さんが、フローレンスを利用してから会社を休まずにすむ
ようになり、派遣社員から正社員になれたと報告してくれ
ました。それからひとり親家庭への支援が必要だと思って
いたんです。
一母子家庭の85％のお母さんは働いていて、しかも働
き手と育児を一手に引き受けるために負担が大きいのが
現状です。仕事を続けるためにも、病児保育サービスはと
ても心強いと思います。
駒崎：ええ。しかし、母子家庭にとってフローレンスの価格
帯では厳しいという面がありました。そこに、ちょうど外資
系会社の寄付があり、それを活用する形でひとり親向け
割安パックを始めることができたのです。
一なぜシングル・マザーだったのでしょう？
駒崎：フローレンスは「子育てと仕事、自己実現のすべて
に、誰もが挑戦できるしなやかで躍動的な社会」の実現を
目指しています。「誰もが」のなかにはもちろんシングル・
マザーも入っています。
　また、シングル・マザーの平均年収は約212万円（国民
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生活基礎調査2006）。貧困の再生産も起こりやすい。そ
こで、限られた寄付を重点的にひとり親家庭へ投入して
いこうと考えました。
　さらに病児保育の支援は、自立支援にかなうと思って
います。たとえば年収300万円以下の方に生活保護で現
金支給をした場合、300万円以上になるとその現金がも
らえなくなるので、もっと稼ごうという意欲をそいでしまう
逆インセンティブが働きがちです。病児保育であれば、働
いている人が「困ったときに」というサービスなので、働く
意欲はそがずに自立支援の一翼になれます。しかも、ひと
り親パックは年収300万円以下の方対象ですが、それ以
上の年収になってもサービスは同料金で継続されるの
で、逆インセンティブは働きません。
一反響はいかがですか？
駒崎：出足は鈍かったのですが、じょじょにロコミで広がり、
現在は定員に達しました。利用者の声としてはやはり安
心を買うという意味合いが強いようです。価格が特にうれ
しいという声も聞かれます。
寄付をする企業の反応も悪くありません。イメージアップ
効果が期待できまずから。今後は外資系ファンドを中心に
寄付を募り、ひとり親向けの割安の枠を増やしていくつも
りです。
　ただ、年収の高いシングルマザーからは手厳しい意見
がありました。苦労は変わらないのに年収で区切るのは
どうなのか、と。しかし限られた予算内でやるには、まずも
っともそれを必要としている人から始めたいと説明し、納
得していただいています。ぜひ普通のパックでも利用して
ください、と言いながら（笑）。
一フローレンスは東京のみでの展開ですが、今後サー
ビスを地方へ広げていくことは？
駒崎：東京では来年までに1000世帯、2012コ口でに
3000世帯という目標で動いています。
　地方に関しては、その地域その地域でやってもらいた
い。まだまだ足りないのが現状ですが、病児保育をやって
いる施設は一部医院や保育園のほか、福祉団体やNPO
がフローレンスのような非施設型サービスもやっていま
す。まずは役所に当たってみてください。その間合せが今
後のサービス拡充にもつながります。
　この先、たとえばフランチャイズや、運営方法を公開す
るなどして、フローレンスのモデルを全国に展開したいと
も考えています。
一最後に、シングル・マザーに向けてのメッセージをお
願いします。
駒崎：シングル・マザーは、私たちがなんとかしたいと思っ
ているターゲットの方々です。ぜひ、病児保育のインフラ
を使って、ご自身をとりまく環境をよりょくしていってほし
いと思います。
　また、繰り返しになりますが、病児保育に限らず、行政サ
ービスに不満があれば、役所に電話一本するだけで違っ
てきます。愚痴は何も生みません。
　たとえば行政が病児保育を保育園に頼むときは、市場
調査もせずに「なんとなく」受けてくれそうな保育園を頼
んでいるくらい荒いやり方です。一方、市民からのメール
や電話などの声は、彼らにとっての大きな原動力。たった
3本のメールでも違ってきます。その荒さを利用して、ぜひ
声を上げてほしい。そして、ひいては子どもが熱を出した
ら休んでいいよと言えるような、ワークライフバランスの
充実した社会にしていきましょう。
一ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　．×．
●厚生労働省も今年度から病児・病後児保育支援を再編
強化する方針とのこと。ようやく…と言っていいくらい
遅々としてですが、保育をとりまく環境も動き出したよう
です。しかし、夜間勤務の方への支援体制など、まだ課題
は山積み。自分自身の問題として、社会の問題として、駒
崎さんもおっしゃっているように一人ひとりが声を上げて
いくことが大事だと思います。ハンドでのサービスとして
も、今後保育や働く女性の支援を考えていきますので、み
なさんのご意見をお聞かせください。　　　　（編集部）
ハンド・イン・ハンド ホームページ新装開店記念ロ★2名にデジタル基礎体温計をプレゼント★
　　　　　http：／／www．gendai－kazoku．jp／
　8月18日を（勝手に）ハンド・イン・ハンドの日と定め、それ
を機にホームページが装い新たに生まれ変わりました。講
座例会の告知、制度改正などの最新情報はもちろん、離
婚・母子家庭ガイドなどの基礎知識も充実。会報誌は中身
の濃さを、ホームページは情報の鮮度をウリに、欲しかった！
情報をお届けします。
　そこで新装記念に右の、寝ている問に測れる衣服内温
度計「Ran’s　Night」（定価1万3440円。発売元：㈱
⑥OL　O268－39－7735）をプレゼントいたします1
　携帯と連動しての管理も簡単。PMS（月経前症候群）が
話題の今、ご自身の体調管理ツールと　　　　，、
して、娘さんへの贈り物として、ぜひご
活用ください。
▼必須　項を記入の上、下記へお申込みを！
締切：9／30（火）　消印有効
必須事項：氏名・年齢・住所（あれば）メールアドレス会報誌
への感想、講座会報誌で取り上げてほしいテーマ、近況報告
宛先：〒102－0082東京都千代田区一番町4－42－6F
ハンド・イン・ハンド事務局プレゼント係
（※感想等は匿名で本誌掲載することあり。個人情報は発送メールマガジン配信以外には使用しません）
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